
昭
和
三
年
全
通
し
た
東
横
線
は

来
年
五
月
、
八
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。

東
横
線
の
発
展
は
、
街
の
変
遷

と
重
な
り
ま
す
。

思
い
起
こ
し
て
み
ま
す
と
、
地

下
鉄
日
比
谷
線
の
乗
り
入
れ
（
昭

39
）
、
山
手
通
り
の
立
体
交
差
（
昭

43
）
、
我
が
Ｇ
Ｔ
の
誕
生
（
平
14
）
、

上
一
再
開
発
や
地
下
鉄
13
号
線
の

乗
り
入
れ
（
平
24
）
、
さ
ら
に
は
中

央
環
状
品
川
線
（
山
手
通
り
地
下
）

計
画
な
ど
、
こ
の
街
の
イ
ン
フ
ラ

の
大
き
な
変
化
、
時
代
の
流
れ
を

感
じ
ま
す
。

本
号
は
、
東
横
線
の
歴
史
を
特

集
し
、
中
目
黒
の
街
に
想
い
を
馳

せ
て
み
ま
し
た
。

編

集

後

記

関
東
大
震
災
を
契
機
と
し
て
東
京
は
大
き
な
変
革
期
を
迎
え
た
。

大
正
十
五
年
二
月
十
四
日
、
東
京
横
浜
電
鉄
の
丸
子
多
摩
川
〜

神
奈
川
間
が
神
奈
川
線
と
し
て
開
通
。
続
い
て
渋
谷
〜
丸
子
多
摩

川
間
が
昭
和
二
年
八
月
二
十
八
日
に
渋
谷
線
と
し
て
開
通
。
さ
ら

に
、
昭
和
三
年
五
月
十
八
日
に
神
奈
川
〜
高
島
間
が
開
通
し
、
来

年
で
全
通
八
十
周
年
を
迎
え
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
計
画
さ
れ
て

い
る
。（
※
高
島
は
昭
和
六
年
高
島
町
と
改
称
）

中
目
黒
駅
周
辺
エ
リ
ア
で
は
、こ

の
開
業
八
十
周
年
を
記
念
し
て
、地

域
・
行
政
・
事
業
者
等
に
よ
り
各
地

で
記
念
事
業
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
七
月
二
十
五
日
〜
八
月
十
九

日
ま
で
中
目
黒
Ｇ
Ｔ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で

「
東
横
線
八
十
周
年
記
念
写
真
展
」

が
開
か
れ
る
。
ま
た
駅
を
代
表
す

る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
は
八
月
四
日
・

五
日
に
開
か
れ
る
東
京
中
目
黒
夏

ま
つ
り
が
選
ば
れ
た
。
こ
の
ほ
か
、
各

駅
Ｐ
Ｒ
の
ラ
ッ
ピ
ン
グ
電
車
の
運
行

な
ど
、
沿
線
で
は
地
域
と
連
動
し
た

様
々
な
催
し
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

大
正
の
終
り
、
丸
子
多
摩
川
〜

神
奈
川
間
の
神
奈
川
線
が
、
渋
谷

線
よ
り
先
に
開
業
し
た
が
、
開
業

当
初
、
神
奈
川
線
は
六
十
四
人
乗

り
ボ
ギ
ー
車
両
十
両
が
十
六
分
間

隔
で
運
転
さ
れ
た
。
開
業
日
当
日
の

乗
車
人
数
は
、九
千
五
百
人
、一
日
の

運
輸
収
入
は
千
四
百
円
だ
っ
た
。
五

区
間
に
分
れ
て
お
り
、
運
賃
は
一
区

間
七
銭
だ
っ
た
と
い
う
。

昭
和
二
年
渋
谷
〜
丸
子
多
摩
川

間
に
開
通
し
た
渋
谷
線
で
は
中
目

黒
〜
代
官
山
間
の
渋
谷
隧
道
（
ト

ン
ネ
ル
）
と
渋
谷
高
架
橋
の
工
事
が

行
わ
れ
た
。
渋
谷
線
が
山
手
線
を

横
断
し
て
渋
谷
駅
に
入
る
た
め
土

盛
り
で
築
堤
す
る
大
工
事
だ
っ
た
。

ま
た
渋
谷
隧
道
は
神
奈
川
線
の
高

島
山
隧
道
と
並
ん
で
、
当
時
の
関
東

私
鉄
で
は
例
の
な
い
複
線
隧
道
で
、

工
期
は
用
地
買
収
が
難
航
し
た
た

め
、工
事
着
工
が
予
定
よ
り
二
ヶ
月

遅
れ
、
大
正
十
五
年
四
月
一
日
、
中

目
黒
側
か
ら
着
手
さ
れ
た
。
最
終

的
に
は
四
ヶ
月
で
完
成
さ
せ
る
と
い

う
突
貫
工
事
だ
っ
た
と
い
う
。
そ
し

て
昭
和
二
年
八
月
二
十
七
日
、
竣
工

監
査
が
実
施
さ
れ
、
翌
二
十
八
日

開
業
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
東
京
横
浜
電
鉄
は

渋
谷
〜
神
奈
川
間
を
直
通
さ
せ
、

東
京
と
横
浜
を
結
ぶ
動
脈
が
完
成
、

両
都
市
間
の
陸
上
運
輸
に
大
き
く

貢
献
し
、そ
れ
ま
で
神
奈
川
線
・
渋

谷
線
と
区
分
さ
れ
て
い
た
線
名
も

東
横
線
と
統
一
さ
れ
た
。

ち
な
み
に
渋
谷
線
当
時
の
駅
名

は
、
渋
谷
・
並
木
橋
・
代
官
山
・
中
目

黒
・
祐
天
寺
・
碑
文
谷
・
柿
ノ
木
坂
・

九
品
仏
・
田
園
調
布
・
丸
子
多
摩
川
。

渋
谷
ま
で
の

接
続
に
な
っ
て

か
ら
は
乗
客

も
急
増
、
さ
ら

に
昭
和
十
三
年
、

社
長
の
五
島

慶
太
氏
が
中

心
と
な
っ
て
進

め
た
東
京
高

速
鉄
道
線
（
現

在
の
銀
座
線
）が
開
通
し
て
か
ら
は

渋
谷
駅
は
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
と
し
て
発

展
し
た
。

昭
和
三
年
に
は
神
奈
川
〜
高
島

が
開
業
、さ
ら
に
昭
和
七
年
に
は
高

島
町
〜
桜
木
町
が
開
業
し
、こ
の
開

通
で
、
東
横
線
は
桜
木
町
ま
で
繋
っ

た
。
さ
ら
に
昭
和
三
十
九
年
に
は
営

団
（
現
在
東
京
メ
ト
ロ
）
日
比
谷
線

が
、
ま
た
平
成
十
六
年
に
は
、み
な

と
み
ら
い
線
が
相
互
乗
入
れ
し
大

都
市
圏
の
大
動
脈
と
な
っ
た
。

▲昭和20年代後半 鎗ヶ崎から中目黒方面を望む（目黒区広報課提供）

▲昭和8年 中目黒駅にてモハ200の車両（東急電鉄広報提供）

▲昨年の阿波踊り―GT本部前

▲GT防災センターで感謝状を受ける

▲昭和7年 代官山方面から中目黒方面を望む（東急電鉄広報提供）

梅
雨
入
り
前
の
六
月
六
日
、
午

前
十
時
か
ら
Ｇ
Ｔ
全
館
避
難
訓
練

が
実
施
さ
れ
、
合
わ
せ
て
六
七
四

名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
訓
練
に
は
、

初
め
て
ハ
シ
ゴ
車

が
出
動
、
タ
ワ
ー

棟
四
階
か
ら
逃
げ

遅
れ
た
社
員
を
三
回
に
わ
た
り
救

出
し
実
り
多
い
訓
練
と
な
り
ま
し

た
。ま

た
、
初
め
て
圧
縮
空
気
で
消

火
す
る
「
イ
ン
パ
ル
ス
ガ
ン
」
に

よ
る
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
も

行
わ
れ
ま
し
た
。

Ｇ
Ｔ
タ
ワ
ー
前
広
場
に
六
七
四
名
が
避
難
参
集

▲

ハ
シ
ゴ
車
に
よ
る
救
出
訓
練

▲

中
目
黒
夏
ま
つ
り

打

ち

水

作

戦

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

　
一
円
玉
募
金
に
ご
協
力
を
！

㈱
中
目
黒
ジ
ー
テ
ィ
ー

　
　
　
　
定
時
株
主
総
会

人命救助で
消防総監感謝状

去る6月24日午後3時半頃、中目黒

GTを巡回していたGT警備会社の

加藤大伸氏が急病者を救護しました。

意識と呼吸のない中年の男性に対

しマウスピースを使用し人工呼吸を

実施しながら心臓マッサージを行い、

駆けつけた救急隊に引き継ぎ救命し

ました。

この功労に対し須賀澤目黒消防署

長から加藤氏に消防総監感謝状が手

渡されました。

日頃の訓練の成果が見事に発揮さ

れました。

八
月
四
・
五
日
の
両
日
、
恒
例

の
中
目
黒
夏
ま
つ
り
が
盛
大
に
催

さ
れ
ま
す
。

四
日
は
、
阿
波
踊
り
で
夕
方
四

時
半
か
ら
Ｇ
Ｔ
タ
ワ
ー
前
広
場
で

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
、
六
時

半
か
ら
目
黒
銀
座
通
り
、
Ｇ
Ｔ
、

西
銀
座
へ
と
踊
り
の
輪
が
広
が
り

ま
す
。

五
日
は
、
前
日
と
同
様
の
時
間
、

場
所
で
よ
さ
こ
い
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
す
。

中
目
黒
Ｇ
Ｔ
で
は
、
第
六
天
社

前
に
Ｇ
Ｔ
本
部
を
設
け
関
係
者
の

席
を
用
意
し
ま
す
の
で
、
お
誘
い

合
わ
せ
の
う
え
お
出
か
け
下
さ
い
。

三
回
目
と
な
り
ま
す
打
ち
水
大

作
戦
が
、
八
月
九
日
（
木
）
正
午

か
ら
区
内
一
斉
に
展
開
さ
れ
ま
す
。

中
目
黒
Ｇ
Ｔ
で
は
、
第
六
天
社

前
で
Ｇ
Ｔ
関
係
者
に
よ
り
行
い
ま

す
。打

ち
水
に
使
用
す
る
水
は
、
雨

水
な
ど
の
二
次
用
水
、
用
具
は
Ｇ

Ｔ
で
揃
え
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お

気
軽
に
お
出
か
け
下
さ
い
。

七
月
は
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
強
調
月
間
で
す
。

犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社

会
を
築
く
た
め
、
地
域
に
お
い
て

様
々
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
統
一
標
語
は
、
「
防
ご
う

犯
罪
と
非
行
　
助
け
よ
う
立
ち
直

り
」
で
す
。

ま
た
、
七
〜
八
月
二
か
月
間
、

一
円
玉
募
金
運
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

Ｇ
Ｔ
の
各
店
舗
に
は
、
募
金
箱

が
置
い
て
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

去
る
六
月
二
十
六
日
開
催
さ
れ

た
株
主
総
会
に
お
い
て
、
任
期
満

了
に
よ
る
取
締
役
の
改
選
が
行
わ

れ
代
表
取
締
役
社
長
に
山
根
英
洋

氏
（
前
・
目
黒
区
美
術
館
副
館
長
）

が
就
任
し
ま
し
た
。

な
お
、
前
任
の
吉
田
清
氏
は
取

締
役
相
談
役
に
就
任
し
ま
し
た
。

東
横
線
八
十
年
の
歴
史

2007年7月
第19号
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東横線開通順序

①

②

③

④

①丸子多摩川～神奈川
　大15.2.14開通
②渋谷～丸子多摩川
　昭2.8.28開通
③神奈川～高島
　昭3.5.18開通
④高島町～桜木町
　昭7.3.31開通

渋谷

山手線

目蒲線

南武鉄道

菊名

田園調布

横浜線

東海道線

横浜

神奈川

高島町
桜木町

（今号の特集記事に関し、資料提供していただきました。）

中
目
黒
駅
周
辺
エ
リ
ア
で
は
、こ

の
開
業
八
十
周
年
を
記
念
し
て
、地

域
・
行
政
・
事
業
者
等
に
よ
り
各
地

で
記
念
事
業
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
七
月
二
十
五
日
〜
八
月
十
九

日
ま
で
中
目
黒
Ｇ
Ｔ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で

「
東
横
線
八
十
周
年
記
念
写
真
展
」

が
開
か
れ
る
。
ま
た
駅
を
代
表
す

る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
は
八
月
四
日
・

五
日
に
開
か
れ
る
東
京
中
目
黒
夏

ま
つ
り
が
選
ば
れ
た
。
こ
の
ほ
か
、
各

駅
Ｐ
Ｒ
の
ラ
ッ
ピ
ン
グ
電
車
の
運
行

な
ど
、
沿
線
で
は
地
域
と
連
動
し
た

様
々
な
催
し
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

大
正
の
終
り
、
丸
子
多
摩
川
〜

神
奈
川
間
の
神
奈
川
線
が
、
渋
谷

線
よ
り
先
に
開
業
し
た
が
、
開
業

当
初
、
神
奈
川
線
は
六
十
四
人
乗

り
ボ
ギ
ー
車
両
十
両
が
十
六
分
間

隔
で
運
転
さ
れ
た
。
開
業
日
当
日
の

乗
車
人
数
は
、九
千
五
百
人
、一
日
の

運
輸
収
入
は
千
四
百
円
だ
っ
た
。
五

区
間
に
分
れ
て
お
り
、
運
賃
は
一
区

間
七
銭
だ
っ
た
と
い
う
。

昭
和
二
年
渋
谷
〜
丸
子
多
摩
川

間
に
開
通
し
た
渋
谷
線
で
は
中
目

黒
〜
代
官
山
間
の
渋
谷
隧
道
（
ト

ン
ネ
ル
）
と
渋
谷
高
架
橋
の
工
事
が

行
わ
れ
た
。
渋
谷
線
が
山
手
線
を

横
断
し
て
渋
谷
駅
に
入
る
た
め
土

盛
り
で
築
堤
す
る
大
工
事
だ
っ
た
。

ま
た
渋
谷
隧
道
は
神
奈
川
線
の
高

島
山
隧
道
と
並
ん
で
、
当
時
の
関
東

私
鉄
で
は
例
の
な
い
複
線
隧
道
で
、

工
期
は
用
地
買
収
が
難
航
し
た
た

め
、工
事
着
工
が
予
定
よ
り
二
ヶ
月

遅
れ
、
大
正
十
五
年
四
月
一
日
、
中

目
黒
側
か
ら
着
手
さ
れ
た
。
最
終

的
に
は
四
ヶ
月
で
完
成
さ
せ
る
と
い

う
突
貫
工
事
だ
っ
た
と
い
う
。
そ
し

て
昭
和
二
年
八
月
二
十
七
日
、
竣
工

監
査
が
実
施
さ
れ
、
翌
二
十
八
日

開
業
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
東
京
横
浜
電
鉄
は

渋
谷
〜
神
奈
川
間
を
直
通
さ
せ
、

東
京
と
横
浜
を
結
ぶ
動
脈
が
完
成
、

両
都
市
間
の
陸
上
運
輸
に
大
き
く

貢
献
し
、そ
れ
ま
で
神
奈
川
線
・
渋

谷
線
と
区
分
さ
れ
て
い
た
線
名
も

東
横
線
と
統
一
さ
れ
た
。

ち
な
み
に
渋
谷
線
当
時
の
駅
名

は
、
渋
谷
・
並
木
橋
・
代
官
山
・
中
目

黒
・
祐
天
寺
・
碑
文
谷
・
柿
ノ
木
坂
・

九
品
仏
・
田
園
調
布
・
丸
子
多
摩
川
。

渋
谷
ま
で
の

接
続
に
な
っ
て

か
ら
は
乗
客

も
急
増
、
さ
ら

に
昭
和
十
三
年
、

社
長
の
五
島

慶
太
氏
が
中

心
と
な
っ
て
進

め
た
東
京
高

速
鉄
道
線
（
現

在
の
銀
座
線
）が
開
通
し
て
か
ら
は

渋
谷
駅
は
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
と
し
て
発

展
し
た
。

昭
和
三
年
に
は
神
奈
川
〜
高
島

が
開
業
、さ
ら
に
昭
和
七
年
に
は
高

島
町
〜
桜
木
町
が
開
業
し
、こ
の
開

通
で
、
東
横
線
は
桜
木
町
ま
で
繋
っ

た
。
さ
ら
に
昭
和
三
十
九
年
に
は
営

団
（
現
在
東
京
メ
ト
ロ
）
日
比
谷
線

が
、
ま
た
平
成
十
六
年
に
は
、み
な

と
み
ら
い
線
が
相
互
乗
入
れ
し
大

都
市
圏
の
大
動
脈
と
な
っ
た
。

▲昭和38年 日比谷線工事中の中目黒（東急電鉄広報提供）

▲昭和40年 地下鉄の開通後（中目黒）（目黒区広報課提供）

▲昭和39年 中目黒駅地下鉄接続ポスター（東急電鉄広報提供） ▲昭和45年 中目黒～都立大学間立体交差工事（東急電鉄広報提供）

今春、19階に引越してきました

㈱GABA（ガバ）の人材開発課

城浩之さんにご寄稿いただきました。

Ｇ
Ａ
Ｂ
Ａ
は
、マ
ン
ツ
ー
マ
ン
の
英

会
話
レ
ッ
ス
ン
を
、
関
東
、
関
西
、
中

部
の
三
十
三
拠
点
で
提
供
し
て
い

ま
す
。一
人
ひ
と
り
に
カ
ス
タ
マ
イ
ズ

し
た
レ
ッ
ス
ン
で
、
英
会
話
力
の
上

達
と
、
そ
れ
を
基
礎
に
し
た
人
生

目
標
を
達
成
す
る
お
手
伝
い
を
し

て
い
ま
す
。

今
日
は
、Ｇ
Ａ
Ｂ
Ａ
の
生
徒
さ
ん

の
お
話
を
し
ま
す
。
Ｔ
さ
ん
は
学
生

の
頃
、
英
語
の
成
績
は
良
か
っ
た
の

で
す
が
、
外
国
人
の
前
だ
と
頭
が
真

っ
白
に
な
り
、
仕
事
に
な
ら
な
い
と

仰
っ
て
い
ま
し
た
。
頭
に
入
っ
て
い
る

単
語
が
実
際
に
口
に
出
し
て
使
え

な
い
と
い
う
悔
し
さ
を
克
服
し
、
実

践
の
場
で
対
等
に
会
話
し
た
い
、
と

語
っ
て
い
た
Ｔ
さ
ん
に
、
先
日
二
年
ぶ

り
に
お
会
い
し
ま
し
た
。

現
在
は
英
会
話
に
対
す
る
苦
手

意
識
を
克
服
し
、
海
外
出
張
へ
も

精
力
的
に
出
向
く
Ｔ
さ
ん
は
、
英
語

の
上
達
を
野
球
に
例
え
、「
キ
ャ
ッ
チ

ボ
ー
ル
を
教
わ
る
時
、
父
の
投
げ
方

を
観
察
す
る
だ
け
で
な
く
、
実
際
に

自
分
で
投
げ
る
こ
と
を
繰
り
返
さ

な
い
と
上
達
し
な
い
。
同
じ
よ
う
に
、

英
語
は
こ
う
だ
、
と
い
う
の
を
頭
で

理
解
す
る
だ
け
で
な
く
、
実
際
に
一

対
一
の
レ
ッ
ス
ン
で
会
話
の
テ
ン
ポ
を

掴
め
た
こ
と
が
、
上
達
の
き
っ
か
け
。

そ
れ
は
箸
や
自
転
車
で
置
き
換
え

て
も
同
じ
で
、
そ
う
考
え
る
こ
と
で
、

よ
り
英
語
に
対
す
る
垣
根
が
低
く

な
っ
た
。
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

皆
の
た
め
の
レ
ッ
ス
ン
で
は
な
く
、

個
人
の
レ
ベ
ル
、
目
標
、
趣
向
に
あ
わ

せ
て
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
す
る
レ
ッ
ス
ン
ス

タ
イ
ル
が
上
達
を
実
感
で
き
、
継
続

的
に
学
習
す
る
意
欲
を
後
押
し
す

る
、と
Ｇ
Ａ
Ｂ
Ａ
は
考
え
ま
す
。

多
国
籍
ス
タ
ッ
フ
の
集
団
で
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

穏
や
か
な
日
射
し
の
五
月
十
三

日
の
昼
下
が
り
、
Ｇ
Ｔ
広
場
は
イ

ベ
ン
ト
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

ラ
テ
ン
ロ
ッ
ク
グ
ル
ー
プ
（
傷

歌
尊
塾
）
に
よ
る
バ
ン
ド
演
奏
が

二
ス
テ
ー
ジ
行
わ
れ
、
そ
の
前
後

に
は
子
供
・
大
人
に
よ
る
輪
投
げ

を
楽
し
み
ま
し
た
。

特
に
、
大
人
の
部
は
大
会
形
式

と
し
得
点
に
よ
り
優
勝
、
準
優
勝
、

以
下
五
位
ま
で
素
敵
な
賞
品
が
計

九
本
用
意
さ
れ
、
参
加
者
は
真
剣

に
標
的
に
向
か
っ
て
い
ま
し
た
。

去
る
五
月
十
三
日
、
第
六
天
社
の

五
月
例
祭
が
中
目
黒
八
幡
神
社
の

岡
部
宮
司
の
も
と
、崇
敬
会
の
皆
さ

ん
に
よ
り
無
事
執
り
行
わ
れ
ま
し

た
。終

了
後
、
別
室
で
十
九
年
度
の

崇
敬
会
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

次
の
例
祭
は
、九
月
で
す
。

な
お
、崇
敬
会
の
有
志
に
よ
り
毎

月
一
日
と
十
五
日
の
朝
九
時
か
ら
境

内
の
清
掃
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ご
都
合
の
つ
く
方
は
、
ど
う
ぞ
ご

参
加
下
さ
い
。

●
七
月
二
十
二
日
ま
で

大
輪
敏
男
氏
の
水
彩
画
展

「
古
城
残
影
」
で
す
。

●
七
月
二
十
五
日
か
ら
八
月
十
九

日
ま
で
、
「
東
横
線
八
十
周
年

記
念
写
真
展
」
で
す
。

ア
メ
リ
カ
を
中
心
に
世
界
を
駆

け
め
ぐ
っ
て
仕
事
を
さ
れ
て
い
る

伴
さ
ん
の
写
真
展
で
す
。

美
し
い
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の

日
の
出
や
夕
景
な
ど
情
緒
豊
か
に

表
わ
さ
れ
多
く
の
人
が
足
を
止
め

て
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

Ｇ
Ｔ
タ
ワ
ー
テ
ナ
ン
ト
の
㈱
ア

ド
バ
ン
テ
ッ
ジ
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
社
員
の
井
上
裕
士
氏
に
よ
る

作
品
展
が
、
去
る
五
月
二
十
八
日

か
ら
六
月
十
一
日
ま
で
Ｇ
Ｔ
ギ
ャ

ラ
リ
ー
を
飾
り
ま
し
た
。

日
本
各
地
の
四
季
を
時
間
と
空

間
で
見
事
に
表
現
さ
れ
素
晴
ら
し

い
風
景
を
見
せ
て
下
さ
い
ま
し
た
。

井
上
さ
ん
に
は
、
引
き
続
き
八

月
、
十
月
、
来
年
一
月
と
展
示
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
ご
期
待
下
さ
い
。

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

の
タ
ン
ゴ
や
音
楽
、

食
文
化
を
紹
介
す

る
「
ア
ル
ゼ
ン
チ

ン
広
場
」
が
、
去

る
五
月
二
十
七
日

Ｇ
Ｔ
広
場
で
開
か

れ
、
大
勢
の
人
が

ミ
ロ
ン
ガ
（
タ
ン

ゴ
の
遊
び
場
）
、

演
奏
、
ワ
イ
ン
な
ど
で
楽
し
み
ま

し
た
。

Ｇ
Ｔ
ホ
ー
ル
で
は
、
ア
ル
ゼ
ン

チ
ン
の
映
画
が
上
映
さ
れ
、
Ｇ
Ｔ

ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
は
、
ガ
ウ
チ
ョ
（
カ

ウ
ボ
ー
イ
）
の
写
真
が
飾
ら
れ
、

こ
の
日
の
Ｇ
Ｔ
は
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

一
色
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

▲子供も大人も輪投げを楽しむ

▲第六天社5月例祭

▲観客も加わりミロンガを楽しむ▲美しい風景写真が見る人を魅了

▲ひとときアメリカ大陸を旅する ▲本場のタンゴを披露

▲グループ傷歌尊塾の熱演

四
季
を
め
ぐ
り
て

世
界
の
空
を
旅
す
る

只
今
と
次
の
予
定

Black DIC F41


